
公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業費補助金交付要綱 
 
（目的） 
第１条 この要綱は、公益財団法人神奈川県社会復帰援護会（以下「法人」という。）が、精神

障害者の社会復帰、自立及び社会参加を図るスポーツ事業を行う際に必要な経費を予算の範

囲内で補助金として交付するために必要な事項を定めるものとする。 
  
（定義） 
第２条 この要綱において、補助事業とは次に掲げるものをいう。 
（１）精神障害者の社会復帰、自立及び社会参加を図るスポーツ事業 
（２）その他市長が特に認める事業  
 

（対象となる経費） 

第３条 補助金の対象となる経費（以下「対象経費」という。）は、前項の事業の実施に必要な

次に掲げる経費とする。 

（１）通信運搬費、諸謝金、参加費、報償費、消耗品費、印刷製本費、賃借料、保険料、旅費交

通費、器具什器費、会議費、雑費 
（２）その他、必要と認めたもの 
２ 補助金の額は、対象経費のうち自主財源充当額を除いた額とする。ただし、当該年度の予算

額を上限とする。 

 
（交付の申請） 
第４条 法人が補助金の交付の申請をしようとするときは、補助金交付申請書（第１号様式）を

市長に提出しなければならない。 
２ 前項の申請書には、次に掲げる事項を記載した書類を添付しなければならない。 
（１）事業計画書（第１号様式の２） 
（２）補助事業等に係る収支予算書（第１号様式の３）又はこれに代わる書類 
（３）その他市長が必要と認める書類 
 
（交付の決定） 
第５条 市長は、補助金の交付の申請があったときは、当該申請の書類の審査及び必要に応じて

行う現地調査等により、その内容を調査し、補助金を交付すべきものと認めたときは、速やか

に補助金の交付を決定するものとする。 
２ 市長は、前項の場合において、適正な交付を行うため必要があるときは、補助金の交付の申

請に係る事項につき修正を加えて補助金の交付を決定することができる。 
  
（交付の条件） 



第６条 市長は、補助金の交付の決定をする場合において、補助金の交付の目的を達成するため

に必要があると認めるときは、次に掲げる条件を付するものとする。 
（１）補助事業等に要する経費の配分又は補助事業等の内容の変更（市長が定める軽微な変更を

除く。）をする場合においては、市長の承認を受けるべきこと。 
（２）補助事業等を中止し、又は廃止する場合においては、補助金変更（中止・廃止）承認申請

書（第２号様式）により市長の承認を受けるべきこと。 
（３）補助事業等が予定の期間内に完了しない場合又は補助事業等の遂行が困難となった場合

においては、速やかに市長に報告し、その指示を受けるべきこと。 
（４）その他市長が必要と認める条件。 
 
（決定の通知） 
第７条 市長は、補助金の交付の決定をしたときは、速やかにその決定の内容及びこれに条件を

付した場合にはその条件を、補助金交付決定通知書（第３号様式）により法人に通知するもの

とする。補助金の不交付の決定をしたときは、補助金不交付（一部・全部）決定通知書（第４

号様式）により行うものとする。 
 
（申請の取下げ） 
第８条 法人は、前条の規定による通知を受けた場合において、当該通知に係る補助金の交付の

内容又はこれに付された条件に不服があるときは、市長が別に定める期日までに申請の取下

げをすることができる。 
２ 前項の規定による申請の取下げがあったときは、当該申請に係る補助金の交付の決定はな

かったものとみなす。 
 
（事情変更による決定の取消し等） 
第９条 市長は、補助金の交付の決定をした場合において、その後の事情の変更により特別の必

要が生じたときは、補助金の交付の決定の全部若しくは一部を取り消し、又はその決定の内容

若しくはこれに付した条件を変更することができる。ただし、補助事業等のうち既に経過した

期間に係る部分については、この限りでない。 
 
（補助事業等の遂行） 
第 10 条 法人は、補助金の交付の決定の内容及びこれに付された条件に従い、善良な管理者の

注意をもって補助事業等を行わなければならない。 
 
（補助事業等の遂行の指示） 
第 11 条 市長は、法人が補助金の交付の決定の内容又はこれに付した条件に従って遂行されて

いないと認めるときは、法人に対し、これらに従って補助事業等を遂行すべきことを指示する

ものとする。 



 
（実績報告） 
第 12 条 法人は、補助事業等が完了したとき（補助事業等の廃止の承認を受けたときを含む。）

は、実績内訳等及び補助金に係る収支計算に関する事項を記載した実績報告書（第５号様式）

に市長が必要と認める書類を添付して、事業終了後７日以内に市長に報告しなければならな

い。 
 
（補助金の額の確定） 
第 13 条 市長は、補助事業等の完了又は廃止に係る補助事業等の成果の報告を受けた場合にお

いて、その報告に係る補助事業等の成果が補助金の交付の決定の内容及びこれに付した条件

に適合すると認めるときは、交付すべき補助金の額を確定し、補助金確定通知書（第６号様式）

により法人に通知するものとする。 
 
（補助金の交付） 
第 14 条 補助金の交付については、前条の規定により確定した額を補助事業が完了した後に交

付するものとする。ただし、法人の資金状況を勘案し、補助事業の完了前に補助金を交付しな

ければ補助事業が実施できない場合は、補助金の全部又は一部を交付することができる。 
２ 第１項ただし書の規定により補助金を交付する場合は、概算払として当該年度途中に分割

して交付することができる。 
３ 第１項ただし書の規定により補助金を交付する場合は、精算を行い、余剰金については、返

還するものとする。 
４ 補助金の交付請求は、補助金交付請求書（第７号様式）により行わなければならない。 
 
（是正のための措置） 
第 15 条 市長は、補助事業等の完了又は廃止に係る補助事業等の成果の報告を受けた場合にお

いて、その報告に係る補助事業等の成果が補助金の交付の決定の内容及びこれに付した条件

に適合しないと認めるときは、これに適合させるための措置をとるべきことを法人に命ずる

ことができる。 
２ 第 12 条の規定は、前項の規定による命令に従って行う補助事業等について準用する。 
 
（交付決定の取消し） 
第 16 条 市長は、法人が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、補助金の交付の決定

の全部又は一部を取り消すことができる。 
（１）偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 
（２）補助金を他の用途に使用したとき。 
（３）補助金の交付の決定の内容又はこれに付した条件その他法令等に基づき市長が行った指 

示又は命令に違反したとき。 



（４）役員の中に暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規

定する暴力団員をいう。）がいることが判明したとき。 
 
（補助金の返還） 
第 17 条 市長は、補助金の交付の決定を取り消した場合において、補助事業等の当該取消しに

係る部分に関し、既に補助金が交付されているときは、期限を定めて、その返還を命ずるもの

とする。 
２ 市長は、法人に交付すべき補助金の額を確定した場合において、既にその額を超える補助金

が交付されているときは、期限を定めて、確定額を超える部分の補助金の返還を命ずるものと

する。 
 
（加算金及び延滞金） 
第 18 条 法人は、第 16 条の規定による取消しにより、補助金の返還を命ぜられたときは、そ

の命令に係る補助金の受領の日から納付の日までの日数に応じ、当該補助金の額（その一部を

納付した場合におけるその後の期間については、既に納付した額を控除した額）につき年

10.95 パーセントの割合で計算した加算金を市に納付しなければならない。 
２ 第１項の規定により加算金を納付しなければならない場合において、法人の納付した金額

が返還を命ぜられた補助金の額に達するまでは、その納付金額は、まず当該返還を命ぜられた

補助金の額に充てられるものとする。 
３ 法人は、補助金の返還を命ぜられ、これを納期日までに納付しなかったときは、納期日の翌

日から納付の日までの日数に応じ、その未納額（その一部を納付した場合におけるその後の期

間については、既に納付した額を控除した額）につき年 10.95 パーセントの割合で計算した延

滞金を市に納付しなければならない。 
 
（財産の処分の制限） 
第 19 条 法人は、補助事業等により取得し、又は効用の増加した財産で次に掲げるものを、市

長の承認を受けないで、補助金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、又

は担保に供してはならない。ただし、補助金の交付の目的及び当該財産の耐用年数を勘案して

市長が定める期間を経過した場合は、この限りでない。 
（１）不動産及びその従物 
（２）機械及び重要な器具で市長が定めるもの 
（３）その他市長が補助金の交付の目的を達成するために特に必要があると認めたもの 
 
（書類の整備） 
第 20 条 法人は、補助事業に係わる収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、証拠書類を当該

補助事業の完了の日の属する市の会計年度の翌年から５年間保管しなければならない。その

他、この要綱に定めのないものについては、川崎市補助金等の交付に関する規則（平成 13 年



川崎市規則第 7 号）による。 
 
（委任） 
第 21 条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市民文化局長が定める。 
 

附 則 
この要綱は、平成 29 年４月１日から施行する。 

附 則 
この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 



第１号様式（第４条関係） 

 

年  月  日 

 

公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業費補助金交付申請書 

 

（宛先） 

川 崎 市 長     

 

                  （申請者） 

所在地 〒 

団体名 公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

代表者職名及び氏名        

 

次により補助金の交付を受けたいので、公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業

費補助金交付要綱第４条の規定に基づき、関係書類を添え、次のとおり申請いたします。 

事業名等  

申請補助額  

補助の時期  

補助事業等の経費の配分

及び使用方法 
別添収支予算書のとおり 

補助事業の実施期間又は

完了予定期日 
年  月  日 ～  年  月  日 

概算払いを必要とする理

由 

 

添付書類 １ 補助事業等に係る事業計画書（第１号様式の２） 

 

２ 補助事業等に係る収支予算書（第１号様式の３）又は

これに代わる書類 

 

３ 定款等 

 

４ その他必要と認められるもの 

その他  暴力団員でないことを確認するため、本様式に記載され

た情報を神奈川県警察本部に提供することについて同意し

ます。 



第１号様式の２（第４条関係） 

 

公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業費補助金事業計画書 

 

補助事業者名 

 

事業目的 

 

事業内容 

 

実施期間 年  月  日 ～  年  月  日 

 

その他 

 

 



第１号様式の３（第４条関係） 

 

公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業費補助金収支予算書 

 

収  

 

 

入 

項  目 予算額 積算の内訳 前年度予算額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

合  計    

 

 

  

支 

 

 

 

出 

 

 

項  目 予算額 補助金充当額 積算の内訳 前年度予算額 

通信運搬費     

諸謝金     

参加費     

報償費     

消耗品費     

印刷製本費     

賃借料     

保険料     

旅費交通費     

器具什器費     

会議費     

雑費     

     

     

     

合  計     

 



第２号様式（第６条関係） 

 

                                年  月  日 

 

 

公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業費補助金変更（中止・廃止）承認申請書 

 

（宛先） 

 川 崎 市 長 

 

（申請者） 

所在地 〒 

団体名 公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

代表者職名及び氏名 

               

 

 

 年  月  日第   号で交付決定を受けた公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ

事業費補助金につきまして、次のとおり変更（中止・廃止）の承認を受けたいので申請いたしま

す。 

 

１ 補助事業者名等 

  公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

  

２ 変更（中止・廃止）の理由 

 

３ 変更（中止・廃止）後の補助金の内訳等 

 

４ 添付書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３号様式（第７条関係） 

川崎市指令     第     号 

                         公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

代表者職名及び氏名      

 

 

  年  月  日付けで申請のありました公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業

費補助金については、公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業費補助金要綱第７条の

規定に基づき、次のとおり交付することと決定しましたので、通知します。 

 

  年 月 日 

                       川 崎 市 長         ○印  

 

補助事業者名等 公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

補助金交付決定額  

補助の時期等  

概算払いの必要 有  ・  無 

補助事業の実施期

日又は予定期日 
年  月  日  ～   年  月  日 

精算の有無 有  ・  無 

精算の方法  

精算の時期  

交付条件 

１ 事業計画書及び収支予算書等に変更をしようとするときは、あらか

じめ市長の承認を受けること。 

２ 補助金事業等の中止又は廃止する場合は、あらかじめ市長の承認を

受けること。 

３ 補助事業等が予定の期間内に完了しない場合又は遂行が困難になっ

た場合は、市長に報告をすること。 

４ その他、川崎市補助金等の交付に関する規則、公益財団法人神奈川

県社会復帰援護会スポーツ事業費補助金交付要綱の定めに従うこ

と。 

備 考 

 

 

 

※当該通知に係る助成金の交付内容、又はこれに付された条例に不服があるときは、この通知を

知った日から１４日以内に申請の取下げをすることができます。 



第４号様式（第７条関係） 

川崎市指令     第     号 

                         公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

代表者職名及び氏名      

 

 

  年  月  日で申請のありました、公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業費

補助金につきましては、次のとおり（一部・全部）交付しないことと決定しましたので、通知し

ます。 

 

      年 月 日 

 

                          川 崎 市 長       ○印  

 

 

１ 補助事業者等名 

   公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

 

２ 補助申請額 

 

３ 不交付額 

 

４ 理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当該通知に係る助成金の交付内容、又はこれに付された条例に不服があるときは、この通知を

知った日から１４日以内に申請の取下げをすることができます。 

 



第５号様式（第 12条関係） 

 

年  月  日 

  

公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業費補助金事業実績報告書 

 

（宛先） 

 川 崎 市 長   

 

（申請者） 

所在地 〒 

団体名 公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

代表者職名及び氏名          

 

 

 年  月  日第   号で交付決定を受けた公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ

事業費補助金について、公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業費補助金交付要綱第

12 条の規定に基づき、関係書類を添え、次のとおり報告します。 

 

 

１ 補助事業者名等 

  公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

 

２ 補助金交付額 

 

３ 補助金執行額 

 

４ 残額（余剰金） 

 

５ 添付書類 

（１）実績内訳等関係書類 

（２）補助事業等に係る収支決算書 

（３）その他添付書類 

 ・ 補助事業等の実施に係る資料等で市長がその都度指定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第６号様式（第 13条関係） 

川崎市指令     第     号 

                         公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

代表者職名及び氏名      

 

 

  年  月  日付けで実績報告の提出がありました公益財団法人神奈川県社会復帰援護会ス

ポーツ事業費補助金については、次のとおり確定いたしましたので、公益財団法人神奈川県社会

復帰援護会スポーツ事業費補助金交付要綱第 13条の規定に基づき、通知します。 

 

      年 月 日 

                        川 崎 市 長        ○印  

 

 

１ 補助事業者名等 

  公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

 

２ 補助金交付確定額 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第７号様式（第 14条関係） 

 

年  月  日 

 

公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業費補助金交付請求書 

 

（宛先） 

 川 崎 市 長 

 

                      

（請求者） 

所在地 〒 

団体名 

公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

代表者職名及び氏名 

              ○印  

  年  月  日第   号で交付決定を受けた公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポー

ツ事業費補助金につきまして、公益財団法人神奈川県社会復帰援護会スポーツ事業費補助金交付

要綱第 14条の規定に基づき、次のとおり補助金交付を請求します。 

 

 

１ 補助事業者名等 

  公益財団法人 神奈川県社会復帰援護会 

 

２ 請求金額 

 

 

 振込先 

金融機関 口座番号 

    銀行       支店 普通・当座 

フリガナ  

口座名義 

 

 

 

 

 


